
昭和60年に刊行した「平塚の遺跡―見つける・調べ

る・歩く―」は、数年前に完売となりました。以後、

市民の皆様から、早く考古学の入門書的な冊子が欲し

いとの声を聞くたびに、申し訳なく思っていましたが、

ようやく待望の一冊を発刊いたします。

本書は、前回の内容とは全く異なり、旧石器・縄

文・弥生・古墳時代の平塚市を代表する55遺跡（42遺

跡55地点）を、写真や図を豊富に利用して分かりやす

く紹介しました。縄文時代中期初頭に設定された「五

領ヶ台式土器」を出土した国指定史跡五領ヶ台貝塚、

層位学的な編年研究の先鞭となった縄文時代の万田貝

塚、弥生時代中期中葉の集落が発見された王子ノ台遺

跡、砂丘で初めて弥生時代の集落が発見された厚木道

遺跡、三角縁神獣鏡を出土した南関東を代表する古墳

時代前期の真土大塚山古墳、河川を対象としたまつり
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15年ぶりの刊行

ガイドブック17「平塚の遺跡」
―旧石器・縄文・弥生・古墳編―

が行われた古墳時代の沢狭遺跡など、平塚の古代を知

る上で貴重な遺跡を掲載しました。どうぞ、家庭に１

冊置いて、古代の歴史を楽しんで下さい。

なお、もっと詳しく知りたい方は『平塚市史11 上

別編 考古（1）』が刊行されていますので、合わせてご

利用ください。さらにロマンが膨らむはずです。

＊本屋さんには置いてありません。購入ご希望の方は

博物館受付でお求め下さい(郵送可。送料別)。850円。

『市史』は4000円。



村井弦斎（むらいげんさい）は、本名を村井寛（ゆたか）といい旧吉田藩家臣村井清の長男として、文久３年

（１８６３）の１２月１８日に豊橋で生まれます。村井家は代々吉田藩の要職を勤める家柄でしたが、父清が３４

歳の折り、維新の動乱期に生じた失政から隠居を命じられ、弦斎は、慶応４年（明治元年１８６８）、僅か５歳で

村井家を継ぎました。

明治５年３月、弦斎の学向き修業を理由に村井家は一家をあげて上京します。そして、下谷区北大門町に住み、

弦斎は東京転住後の５月、小学第五校に入学することになります。翌６年１月、この小学校を退校。退校後、す

ぐにニコライ堂で有名な駿河台学校に入学して、ニコライ教師に就き露西亜語を学びます。その後、明治７年３

月、前年に創立された東京外国語学校（現東京外国語大学）露語学に入学し、体調を崩し、明治１４年に退学す

るまでの７年間、この外国語学校で学びます。

左の写真中央の人物は、明治７

年、弦斎１１歳の時のもので、外

国語学校入学時の記念写真です。

写真に写る両脇の人物は、外国語

学校の同級生ですが、弦斎に比べ

両人とも弦斎より７・８歳も年上

であり、当時、外国語学校に入学

した生徒の中では、弦斎が最も年

少の学生であったことがわかりま

す。弦斎は外国語学校在学中、特

に明治１１年（１５歳の時）には

貸費生（特待生）となり寄宿舎に

入寮しました。そして、翌１２年

には露語学上等二級の首席となり

ますが、明治１４年（１８歳の時）

２月、病に倒れ外国語学校を退学

してしまいます。

退学の後、弦斎は露書の翻訳と独学を続け、明治１５年６月からは、６ヶ月間、北海道の函館・江差を旅行し、

その帰途、宮城、山形、福島を巡ります。この旅行は、かっての外国語学校の同級生・同窓生を訪ね歩いたもの

で、その旅行の目的は、単なる物見遊山ではなく、旅の途中で県庁などに立ち寄り調べものをしているところか

ら、調査旅行であったことがわかります。この旅の途中、弦斎は、当時、経済の専門雑誌として著名な「東京経

済雑誌」に、『人世必要の学問を論ず』と題する論文を函館から投稿します。この原稿は、その後、明治１５年１

２月３０日付「東京経済雑誌」第１４４号に掲載されます。この著作は、今日知られる弦斎の多くの著作のなか

にあって、最も早い時期の著作であり、処女作といえるものになっています。弦斎１９歳の時のことです。

明治１６年、弦斎２０歳の時、一大転機が訪れます。この年の正月、弦斎は、立憲改進党の機関新聞である

「同盟改進新聞」の同盟社員に加入し、さらに、同じ月、立憲改進党の機関雑誌である「明治協会雑誌」会員とな

ります。

これらの会員となる中で弦斎は、後に郵便報知新聞社主となる矢野文雄（龍渓）と出会うのでした。

（以下次号）
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夏期特別展「村井弦斎展」 7月7日(金)～8月31日(木)

於：平塚市博物館特別展示室

村 井 弦 斎(上）



StellaNavigator Ver.5/AstroArts Inc./ASKII Corp. による

5月17日、木星と金星が見かけ上ほとんどくっつくよ

うな大接近をします。惑星の中でも明るい２星ですか

ら、すばらしい眺めになりそうなのですが、残念なこ

とに太陽が近いため、これらが昇ってから日の出まで

15分ほどしかなく、しかも日の出時の高さは東の地平

線から2～3°しかありません。これでは見つけるのも

困難かもしれません。

実はこのとき接近しているのはこの2星だけではあり

ません。図を見てわかるとおり、土星までの惑星は、

地球だけを残してみな太陽のむこうがわに行ってしま

っているのです。これを指して「惑星直列」と呼ぶ人

もあるようです。図形的には「おおっ！」という感じ

ですが、これらの惑星の重力が地球に及ぼす影響は、

日夜繰り返される月と太陽の潮汐力などとはくらべも

のにならないほど小さく、異変などを心配する必要は

ありません。ただ「みな太陽の方に集まって見える」

だけです。いっそのこと、太陽がなければ本当に美し

い眺めになるのにと、私は思ってしまいます。もっと

も、彼らの輝きは太陽光の反射なので、太陽がなかっ

たら光らないわけですが…

金星・木星の大接近
う～ん、見えるかな？

今月のプラネタリウム話題

さよなら、お月さま

この季節、大気は比較的安定し、望遠鏡で月を眺め

るには良い季節です。月はなぜ満ち欠けするのか、月

のもようはなぜ毎日変わらないか、月面には望遠鏡で

何が見えるか、いたずら毛虫と女の子のストーリーの

中で紹介して行きます。夏休み直前の7月16日（日）

の晩には皆既月食もあります。

（昨年夏休みの投影のリバイバルです）

投 影 日：毎週土、日曜日（休館日を除きます）

投影時刻：11:00 14:00 より約50分

（途中からは入れません）

観 覧 料：ひとり100円

投影期間：7月16日まで

（ただし七夕期間中は別内容の予定です）
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